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前回は、Visual Basic.NET（以下

VB.NET）とVisual C#.NET（以下

C#）で同じプログラムを作って、2つ

のプログラミング言語の違うところと

同じところをざっと見てみました。そ

の結果、2つのプログラミング言語は

外観が少し違うだけでほとんど同じで

はないかと感じました。でも、同じよ

うでありながら少し違うところがある

2つの別の言語が存在するからには、

それなりの理由があるのでしょう。今

回は、外観だけでなく、より深いとこ

ろでVB.NETとC#がどのように関連

しているのかという点を調べてみまし

ょう。

2つのアプローチ

.NETプログラミングに“VB.NETを

使うか”あるいは“C#を使うか”とい

う問題は、多くのプログラマにとって

関心があることでしょう。そういうと

きによく検討の材料になることのひと

つに、「これまで使ってきている既存の

Visual Basic 6.0のプログラムがあって、

それをどのように扱うか」という問題

があるようです。これに対しては、通

常、2つのアプローチが検討されるよう

です。

第1のアプローチ

VB.NETには Visual Basic 6.0（以下

VB6.0）のプログラムをVB.NETのプロ

グラムに変換する「Visual Basicアップ

グレードウィザード」があるし、Visual

Basicのことはよく知っているので、

VB6.0のプログラムをVB.NETに書き換

えよう、という考え方。

第2のアプローチ

「Visual Basicアップグレードウィザー

ド」を使ってもプログラム全体が必ず

しも完全にはVB.NET用のコードに自

動変換されるわけではないので、この

際C#に乗り換えよう、という考え方。

どちらの考え方も間違いではありま

せんね。このようなケースでは、既存の
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VB6.0のプログラムが「Visual Basicア

ップグレードウィザード」で容易にア

ップグレードできるかどうかというこ

とが、重要な判断材料になりそうです。

しかし、ここでもう少し考えてみま

しょう。

大規模なプログラムの移植

大規模なプログラムの場合、VB6.0

の既存のプログラムを.NET用に書き換

えるためには、第1のアプローチもしく

は第2のアプローチのどちらを採用した

場合でも、膨大な作業が必要になる可

能性があります。たとえば、ボクが担

当しているポチ・カンパニーのベスト

セラーゲーム「困ったワンワン［注1］」の

プログラムを、.NET用に移植するとい

う作業では、VB6.0のたくさんのフォー

ムとクラスモジュールやコードモジュ

ールを書き換えなければなりません。

VB.NETではVB6.0のグラフィックスメ

ソッドをそのまま使うことはできない

ので、グラフィックスを扱うフォーム

の多くは「Visual Basicアップグレード

ウィザード」を使って変換するより、

新たにフォームをデザインするほうが

作業時間も短く、プログラムもすっき

りしそうです。そして、新たにフォー

ムをデザインし直すなら、VB.NETで

はなく、前のバージョンとの互換性を

考慮する必要がなくてよりシンプルな

C#を使ってみたら、よりよい結果にな

るかもしれません。もちろん、期待し

たようにはならないかもしれませんが、

とにかく使ってみなけりゃ判断はでき

ません。

一方、純粋に数値を扱うアルゴリズ

ムの中には、できるだけそのまま使い

たいというものが多数あります。たと

えば、VB6.0で先輩社員たちが苦労し

て最適化したコードなどはその代表的

な例です。最適化には大変な手間と暇

がかかるので、.NETへの移植を第1の

目的とする現時点では、現状で満足で

きている部分はできることならまった

く修正しないで、当面するべきことに

精力を注ぎたいというのが人情です。

このことを優先するなら、C#を使うと

いう可能性はゼロになりそうです。

連携プレー

「困ったワンワン」のような大規模

な既存のVB6.0のプログラムに関わっ

ている限りC#を使う可能性はないのだ

ろうかとボンヤリ考えていると、ポチ

さんが通りかかりました。

どうしたの?

ボンヤリしてました、じゃなくて、

「困ったワンワン」をVB.NETでは

なく、C#で書き換えるという可能

性を考えていました。でも、時間も

ないし、無理ですよね?

そんなこともないよ。世の中のこと、

すべてを白か黒かに分けなきゃなら

ないワケじゃないんだから。

は?

VB.NETかC#のどちらかを必ず選ば

なければならないワケじゃないって

こと。

はあ?

ひとつのプログラムの中で、VB

.NETとC#を必要に応じて使い分け

るという手もあるよ

は? はああ（なーるホド）

.NETでは、複数のプログラミング言

語から選択してひとつを使うことがで

きるだけでなく、種類の異なるプログ

ラミング言語で作った複数のプログラ

ムを容易にリンクして使えるようにな

ったはずです。つまり、VB6.0のときと

比べて、異なるプログラミング言語を

併用して、いわば連携プレーを行なう

ことがずっと容易になったといわれて

います。

そうであるなら、VB6.0の既存のプ

ログラムを.NET用にするときに、VB

6.0の既存のコードをできるだけそのま

ま使いたいという部分はVB6.0のコー

ドからVB.NETに移植し、それ以外で

C#で作ってみたい部分はC#で新たに作

り直すということも、容易にできるは

ずです。そこでシンプルなプログラム

を作ってみて、VB.NETとC#を併用す

るのが本当にカンタンなことなのか、

そしてその結果、何がどうなるのかを

確認してみます。

適正体重は?

近頃、ボクは少々太りぎみです。そ

こで、身長と体重から体格指数：Body

Mass Index（以下BMI）を計算する単

純なプログラムを作ってみましょう。

BMIの計算式は次のとおりです。
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